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全　体　構　想
	１　学年、教科・領域
	小学校第１学年　　学級活動

	２　ねらい
	・係活動や当番活動を通して、自分の役割に気付き、すすんで果たそうとする。

	３　本実践とキャリア教育との関連
	・学校生活における当番活動や係活動は、キャリア教育と深い関係がある。低学年からみんなのために働いたり、責任を果たしたりする経験を積み重ね、その意義を理解させていくことは、望ましい勤労観・職業観を育てることにつながる。

・本実践では、どのような仕事が学級に必要かを考えることから始まる。そして、自分の仕事の取組を振り返り、その課題を見付け、よりよい仕事をするための改善点を考えることで、課題対応能力を育てていくことができる活動である。






当番の仕事を考えよう
１　学年、教科・領域　　　小学校第１学年　　学級活動

２　本時の目標

（1） 当番の仕事を振り返り、これからもすすんで活動しようとする意欲をもつことができる。
（２）「課題対応能力」＜課題発見＞
３　準備

　○　仕事チェックカード
４　展開　　　　　　　　　　　キャリア教育の視点から見て重要なこと（◎）　評価（☆）
	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　家でしている仕事について発表する。

　・おふろ洗い　　・はし並べ

　・掃除
	○家族一人一人の役割や仕事の大切さについて考えさせる。

	２　本時の課題を把握する。　　　


３　学級の中の当番活動について考える。
(1) どんな仕事があるか発表する。

・係活動　　　・給食当番

・掃除　　　　・日直
(2) それらの仕事の役割の大切さについて発表する。

・給食当番がいないと、給食が食べられない。

・掃除をしないと、教室が汚れる。
４　自分の仕事への取組方について考える。

(1) チェックカードを使って仕事への取組を振り返る。

(2) 改善点やこれから頑張りたいことを書く。

	○学級目標（よく働くクラスなど）にかかわらせ、本時がクラスの一層の成長を図るために時間であることを確認させる。
○教室内の掲示物などを活用して学級での生活を振り返らせ、当番活動を想起させる。
○どの仕事も学級のために大切な役割があることを確認する。

◎チェック項目を具体的に設定することで、自分の仕事に対する取組方の課題点を把握させる。

○よりよい仕事をするためにはどこを改善していったらよいか、具体的に書かせる。

☆自分の仕事の取組方について客観的に見つめ直し、これからもすすんで活動しようとする意欲をもつことができたか、チェックカードから判断する。

	５　教師の話を聞く。
	○仕事パワーアップ週間を設定し、チェックカードにシールなどを使って記録していくことを伝え、仕事に対する意欲化を図る。
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「当番の仕事を考えよう」





題材名





＜家での仕事＞


・おふろ洗い


・はし並べ


・そうじ





本実践











「当番の仕事を考えよう」（学級活動）


(1) 当番の仕事をふり返り、これからもすすんで活動しようとする意欲をもつことができる。


(2) キャリア教育としての目標


「課題対応能力」


＜課題発見＞





＜生活科＞


しごと名人になれるかな








＜道徳＞


4-(2)


働くことの大切さを知り、みんなのために働く





仕事パワーアップ週間を設定し、チェックカードにシール等を使って記録していく。





おしごと発表会





当番の仕事を考えよう








